	分野
	総合分野（学校設定科目等）

	教材の
タイトル
	ＳＤＧｓとSociety5.0について考えよう

	教材からの学び
	[bookmark: _Hlk176443114]１　職業人に求められる倫理観と、ビジネスによる課題解決の必要性について理解する。
２　他者の意見から多面的・多角的にＳＤＧｓの目標を達成させる必要性を理解する。
３　ＳＤＧｓを自らの問題として捉え、解決しようとする態度を身に付ける。
４　ＥＳＧ投資について理解し、企業として存続していくためにはＳＤＧｓに取り組まなければならない現状を理解する。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜１時間目（講義）＞
　・ＳＤＧｓとSociety5.0について基礎的な知識を習得するための講義を行う。教員は講義だけでなくYouTubeや本教材の基礎学習を活用する。特に「ＳＤＧｓとSociety5.0の違い」と「ＥＳＧ投資」については必ず触れること。
　・２時間目のアサインメントの意見共有に向けて、基礎学習とアサインメントを事前に学習するように生徒へ指示をする。基礎学習とアサインメントは２時間目までに回収し、評価をつける。

＜２時間目（意見共有）＞
　＜グループ内意見共有＞
・授業の始めに10分グループ内で意見共有を行う（４～６名くらいのグループ）。全てのアサインメントを10分で意見共有をするのは時間的に不可能なため教員がアサインメントを２～３つ程度指定する。
　＜全体意見共有＞
　・アサインメントの意見共有を１つずつ進め、生徒の意見を聞いていく。生徒が発言した意見は板書する。挙手して発言することを基本とするが、挙手での意見共有ができないようであればロイロノートなどで付箋に書かせて意見共有することも可とする。
　＜振り返り・気付きの共有＞
　・振り返りや気付きをケースメソッド評価シート記入させ、グループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いたりして共有する。振り返りの共有は自らの学習を調整するという側面において非常に重要なため必ず行う。



ティーチングノート





ＰＢＬ教材「ＳＤＧｓとSociety5.0について考えよう」授業計画

■本単元の位置付け
ビジネス探究プログラム　基礎学習

■本単元の目標
＜１時間目＞
　・ＳＤＧｓとSociety5.0について基礎的な知識を習得する。教員は講義だけでなくYouTubeや本教材の基礎学習を活用する。特に「ＳＤＧｓとSociety5.0の違い」と会計的視点という観点から「ＥＳＧ投資」について理解する。

＜２時間目＞
・ＳＤＧｓの各目標の中で、世界として達成させる目標、日本として達成させる目標について根拠をもって説明することができる。
・職業人や企業に求められる倫理観とビジネスによる課題解決の必要性について理解している。
・他者の意見から多面的・多角的にＳＤＧｓの目標を達成させる必要性を理解している。
・ＳＤＧｓを自らの問題として捉え、解決しようとする態度を身に付けている。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
  ・「基礎学習」においてＳＤＧｓの17の目標について説明している。
  ・「基礎学習」においてＳＤＧｓ、Society5.0の違い及びＥＳＧ投資について説明している。
【Ｂ】思考・判断・表現
・「意見共有アサインメント」において、基礎学習や講義等で獲得した知識を活用して、職業人に求められる倫理観と、ビジネスによる課題解決の必要性を発見し、自己の意見を構築している。
【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
・グループや全体での意見共有時に、更によいアイデアを出そうとしている。
  ・振り返りにより、今回の学習を今後に生かそうとしている。

■留意事項
・評価はケースメソッド評価シートを用いて行う。
・意見共有には間違った意見などはないので、発言しやすいような雰囲気を教員がつくるとともに、否定はしない。




■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
・ＳＤＧｓとSociety5.0について基礎的な知識を習得するための講義を行う。教員は講義だけでなくYouTubeや本教材の基礎学習を活用する。特に「ＳＤＧｓとSociety5.0の違い」と「ＥＳＧ投資」については必ず触れること。
・２時間目のアサインメントの意見共有に向けて、基礎学習とアサインメントを事前に学習するように生徒へ指示をする。基礎学習とアサインメントは２時間目までに回収し、評価をつける。


※以下の　　の部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（10分）
　・皆さんに質問です。企業の最大の社会貢献って何だと思いますか。まずは４人くらいのグループを作り、４分で考えてみましょう。こちらの質問で生徒に企業の社会貢献について考えさせる。その後、どのように考えたか４分で意見共有を行う。その後、以下の話をしてこの授業を始める。
　・企業の最大の社会貢献は納税と言われることもあります。納税を行うためにはより多くの利益を上げなければなりません。利益を上げたら上げただけ納税額も増えます。その税金を使って人々の暮らしをよくするための活動に使います。しかし本当に利益を多く上げ、巨額の納税を行えばそれでいいのでしょうか。企業活動が原因で環境破壊が進んだり、児童労働が行われていたり・・。そのような企業は本当に社会貢献している企業と言えるのでしょうか。企業活動を行うには企業倫理がとても大切です。そしてその考え方は企業だけでなく、政治や全世界の人々が意識をしなくてはなりません。全世界の人々が幸せに生きることができる社会や未来を創るためにＳＤＧｓはあります。今回はそのＳＤＧｓとSociety5.0について学んでいきましょう。

２　ＳＤＧｓの講義（８分）
　・本教材のＳＤＧｓに関する説明や出典、YouTubeでの動画を活用してＳＤＧｓの基礎について学習する。YouTube動画等についてはあくまでも一例であるので、各学校や教員の裁量で授業を展開する。ＳＤＧｓについては中学生までのところで既に学習済みであると考えられるが、企業活動とＳＤＧｓという視点で授業を展開していく。
　
３　Society5.0の講義（８分）
　・Society5.0とは「サイバー空間とフィジカル空間を高度に融合させたシステムにより、経済社会と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会」のことである。この言葉だけを聞くと非常に難しいので、以下のYouTube動画を参考に理解を深める。こちらも各学校や教員の裁量で授業を展開してもよい。また、動画を見た後に生徒にSociety5.0について調べさせ、グループワークや全体共有でSociety5.0の理解を深めてもよい。
　　参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=NpK08gtYihw　
　　動画でわかるSociety 5.0令和３年版科学技術イノベーション白書　2021年８月　文部科学省


４　ＳＤＧｓとSociety5.0の違いに関する理解（10分）
　・ここに多くの時間を割きたい。ＳＤＧｓとSociety5.0は非常に似ているが異なる部分も多くある。ワークシートに沿って、共通点と相違点について調べ、グループワークなどを通じて共有する。

５　ＥＳＧ投資の講義（10分）
　・ＥＳＧ投資とは、環境（Environment）、社会（Social）、ガバナンス（Governance）の要素を考慮した投資手法。これは、企業の財務情報だけでなく、これらの非財務情報も企業評価に含めることで、持続可能な社会の実現を目指すものである。近年、機関投資家はＥＳＧ投資に積極的に取り組み、ＥＳＧに配慮しない企業へは投資をしないという動きが加速している、よって、企業は投資してもらうためにはＥＳＧに配慮した経営が必須となり、それがＳＤＧｓの目標達成に向けて大きく寄与している。そのような点について理解させたい。こちらについても以下のYouTube動画を参考に理解を促進させ、グループワークなどで理解を深めていく。
　参考YouTube
　・https://www.youtube.com/watch?v=N63Cl35vooA　
　　【学習アニメ】SDGsと投資信託（公共科編）2022年11月　投資信託協会チャンネル

６　意見共有に向けた事前学習の指示（４分）
　　２時間目のアサインメントの意見共有に向けて、基礎学習とアサインメントを事前に学習するように生徒へ指示をする。授業時間に余裕があれば、アサインメントを行う時間を与えてもよい。基礎学習とアサインメントは２時間目までに回収し、評価をつける。
（評価については評価シートの「知識・技術」「思考・判断・表現」について意見共有を行う前に評価しておく）



＜２時間目＞
	【授業の大枠】
　＜グループ内意見共有＞
・授業の初めに10分グループ内で意見共有を行う（４～６名くらいのグループ）。全てのアサインメントを10分で意見共有をするのは時間的に不可能なため教員がアサインメントを２つか３つ程度指定する。
　＜全体意見共有＞
　・アサインメントの意見共有を１つずつ進め、生徒の意見を聞いていく。生徒が発言した意見は板書する。挙手して発言することを基本とするが、挙手での意見共有ができないようであればロイロノートなどで付箋に書かせて意見共有することも可とする。
　＜振り返り・気付きの共有＞
　・振り返りや気付きをケースメソッド評価シート記入させ、グループで共有したり、Teamsのチャット機能などを用いたりして共有する。振り返りの共有は自らの学習を調整するという側面において非常に重要なため必ず行う。




	【授業の詳細例】
１　グループ内意見共有（10分）
・授業の始めに10分グループ内意見共有を行う（４～６名くらいのグループ）。全てのアサインメントを10分で意見共有をするのは時間的に不可能なため教員がアサインメントを２つか３つ程度指定する。

２　議論を始める前に（２分）
(1)  心理的安全性の確保
　・それでは今から意見共有を行いますが、皆さんから多くの意見があればあるほど、この授業の理解が深まります。また、皆さんの意見には間違いなどありません。私の意見は的を外しているなんて思わないでください。むしろ、誰もが考え付かないような意見が皆さんの学びや視野の広がりにつながります。他の人と同じ意見でもかまいません。できれば誰の意見と同じか分かるように、〇〇さんと同じ意見で、自分の意見を付け加えて表現できるとよいでしょう。よろしくお願いします。
(2) 挙手の方法について
・できる限り多くの人の意見を聞きたいので、手の挙げ方のルールを説明します。全く発言をしていない人はグーで挙手してください。１回発言した人は指で１を、２回発言した人は指で２と合図してください。発言回数を参考に議論が深まるように当てていきたいと考えています。がんばって挙手してください。

３　設問１の議論（７分）
　・それではＳＤＧｓの17の目標のうち、世界が豊かになるために取り組んでいった方がよいと思うことを、皆さん個人の視点から発表してください。
　・発言内容についてはできる限り板書する。発言内容を教員が簡潔に繰り返してリピートする。それにより全員の理解が深まる（特に声の小さい生徒の発言の後は必ずその発言内容をリピートする）。
　・目標６の「安全な水とトイレを世界中に」に関する意見が出てきた場合、以下のYouTube動画を視聴させると効果的である（事前に準備しておくとよい）。
　　https://www.youtube.com/watch?v=TfJ1MUxSxZw
　　すべての人々に清潔な水を ―世界水の日 World Water Day―　2018年５月
ウォーターエイドジャパン
　
４　設問２の議論（６分）
　・それでは今度は日本が最も解決させなければならない課題はどれだと思いますか。皆さん個人の視点から発表してください。
　　
５　設問３の議論（６分）
　・それではなぜ企業はＳＤＧｓに取り組んでいかなければならないですか。皆さん個人の視点から発表してください。
　・ここは中学校までのＳＤＧｓの学びと大きく異なる部分である、企業視点でＳＤＧｓに取り組む必要性について議論させる。

６　設問４の議論（６分）
　・Society5.0とは「我が国が目指すべき未来社会の姿」とありますが、我が国が目指すべき未来の姿とはどのような姿ですか。皆さん個人の視点から発表してください。
　・ここで話題はSociety5.0に移る。特に大切にしたいのはＳＤＧｓと異なる部分である。ここの議論ではＳＤＧｓと異なる部分に焦点を当てた議論を行うと学びが深まる。

７　設問５の議論（６分）
　・それでは最後になりますが、ＳＤＧｓの目標を達成させるためにあなたが実現可能な目標を教えてください。ぜひ皆さんの意見を聞いて、自分自身でチャレンジできそうなことは行動に移してほしいと思います。

８　クロージング（本時の学習の結晶化）（７分）
　　本教材の作者は以下のようなクロージングを想定しています。よろしければ参考にしてください。
　・それでは皆さんとＳＤＧｓとSociety5.0について議論を重ねてきました。最後に皆さんに聞きたいことがあります。ＭＤＧｓって知っていますか。聞いたことある人どれくらいいますか。
ＭＤＧｓとはミレニアム開発目標と呼ばれ2000年９月開催の「国連ミレニアム・サミット」で採択された国連ミレニアム宣言を基にまとめられた国際的な目標のことです。そのことに関する動画を見てみたいと思います。このＭＤＧｓの目標はうまく成功したのかという視点で見てください。
https://www.youtube.com/watch?v=U2fO8_E3XgM&list=PLzDBFkZ6bVAnKWJWN3-dhsT1jxyt58Ne_&index=3
レッツ・ステップ・アップ： ミレニアム開発目標（MDGs）2014年６月　国連開発センター
　・視聴後、以下のような発問をする。
　　うまくいったと思う人、手を挙げてください。うまくいかなかったと思う人、手を挙げてください。このＭＤＧｓは一定の成果が出たことは確かだと思いますが、その後、ＳＤＧｓが出てきたということは全ての問題が解決できたわけではないという表れだと思います。ＳＤＧｓの目標「2030年までに誰一人取り残さない。」これは本当に実現可能でしょうか。2030年まであと数年しかありません。それを達成させようと企業が、世界が一丸となって取り組んでいます。本日の議論の中で私たちができることについて意見を共有しました。どんな小さなことでもいいので今から行動を変えていきましょう。
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